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伊那県商社設立 をめ ぐる伊那県 と豪農
一 雄 新 変 革 と 自 由 民 権 運 動 －
上条 宏 之
7）
ぜざるをえない。
横地氏によれば，伊那県商社は， 2年11月末に，豪農
層（筑摩郡上神林村年寄藤牧啓次郎）の手 でプラ ンのたて ら
れた生糸・蚕卵紙などの「横浜貿易ルー トの独 占的 横
瀬」であ り， 「二分 金の もた らす ，く世直 し＞の状況 と
これに対応する権力ないし豪農層の階級的対 処 の 現わ
8）
れ」 と評価 され てい る。 さらには，商社設立 が本質的 に
は北小路伊那県知事の「半強制的設立命令による」とみ
9）
る説が批判され，「永世富国」・貪農層救済対策を積極
的に伊那県庁に提示した村役人，地主・富農層の現実へ
の能動的 な対応姿勢を よ り重 くみ る考 ぇがだ された。
本稿は．こ うした研究状況を考慮 しつつ ，伊部県商社
設立の経緯を再検討し，従来，不明確のまま論ぜられて
きた県官吏・政商 の主導性 とその商社 プラン作成の諸条
件をあきらかにし，他方，村落支配者層・豪農層の同商
社に くみ こまれ る動 きをた どって，維新変革期における
豪農層に よる独 自の政 治主体形成の過程を析出 しようと
するものであ る。
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1） 後藤靖『 自由民権運動の展開』
2） 歴史学研 究会・ 日本史研究会編『講座 日本史 5 明治維
新』所収の大石 嘉一郎「序論」，および註 1）著書
3） 古島敏雄監修『長野県政史』第 1巻，地租改正に関して
は青山秀彦 「地租改正実施をめ ぐる対立 と闘争 の諸形態」
（『歴史評論』147号），渡辺隆喜「地租改正の進行と農民の
動向」（『明治前期郷土史研究法』）。拙稿「 自由民権運動に
おけ る在村的潮流一松本奨 匡社成立 の史的前提」（『史潮』
72・73号），拙稿「信州の民権読一松沢求策 と信州民 権運
動」（見 田宗介編 『自由 と民権』）は，私な りのアプローチ
で あ る。
4） 佐々木潤之介『幕末社会論』
5） 横地穣治「伊那県商社設立に関する覚書」（『信濃』22巻
1 号），同「伊那県における農民闘争の展開（1）（2）一 明治 2 ，
3 年の筑摩都会田地 域を中心 として－」（『信濃』22巻 6 ，
7 号）， 同「伊那県商社の設立 と中野一揆」（『信濃』22巻
11号）， 同「維新変革 と世直 し一明治 2 ′〉3 年にお け る信
州の＜ 世直し＞一揆 の課題を中心に－」（『世界史認識 と人
民蹄争史研究の課題』）
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Ⅰ 解明視角
煮藩御国家が解体 し，明治天皇制国家が確立する政治
過程において，上 からの改革 の線上に構築 された維新政
府に対し，国会開設 を中心論点 とす るブル ジ ョア的 国家
形態の創出，地租問題を通 した土地所有関係の変革， こ
れらと相互に規定 しあ う世界的連関の非国権 論 的 改 革
（条約改正）をかかげた 自由民権運動の展開は，維新期
1）
に次ぐ自由民権期 を形成 してい る。
この自由民 隆運動は，松方 デフ レ下 の農 民層分解 の深
化に規定され て，政治主体に変容を きたすが ，1884年以
前の自由民権運動の基本的 トレーガ一に位置 づけられ る
家慶民権運動＝在村的潮流の生 成・畏開については，す
2 ）
でに諸研究が解明を くわえて きた。信州に即 して い え
ば，初期県政 （廃藩置県，長野・筑摩両県併立， 統一長野県
成立の時期，すなわち三新法以前の県政）の 展 開 と相 互 に規
定しあう信州豪農 民権運動の形成について，地租改正 ・
学制・徴兵令などの施行期をめ ぐって， と りわ け筑 摩県
3）
の地域で解明が進め られて きた。
また一方，維新変革期の研究の進展は，佐々木潤之介
4）
氏の「世直 し状況」説 の提 起をみ ，明治 2 ～ 3 年の信州
の農民一揆の解明が， 「世 直 し状況 」説 に よった横地検
5）
治氏の諸研究 とな ってあ らわれた。そ して，明治 2 ～ 3
年から自由民権運動への見通 しが，た とえば，青柳直良
氏によって明治 2年 6 月の「永世富 国」・貧農層救済策
→2年11月の伊那県商社設立→ 5 年 5 月の土地税制改革
案→7年から 8 年にか けての開産社設立→10年 6 月の凶
6）
荒予備策 とい ったかた ちで立 てられ るにいた った。す な
わち，のちの筑摩県村落支配者層，地主・富農層の「永
世富国」・貧農層救済策の理念が，明治 2 年，「世直し
情況への彼らの対応策 として発酵 し」，その後，一連 の
政治プランとして続 くとす る評価を生んでい る の で あ
る。
しかし，私見 では， この 単線的発 展説は，明治 2 ～ 3
年の農村における基本的階級矛盾について看過す る とこ
ろがあり，とりわ仇 伊部県商社設立の評価に疑点を感
第26号 1971
6 ） 青柳直良「備荒儲蓄法 と自由民権運動一明治13年度長野
県臨時県会 の動向を中心 として－」（『信濃』22巻11号）
7 ） 拙稿「 中野県設置 とその史的性格」（『高井』15号） は，
伊那県商社設立について も関説 した。
8 ） 前掲横地論文「伊那県商社設立 に関す る覚書」，「伊那 県
商社 の設立 と中野一揆」
9 ） 大森利球治・三沢防衛著『塩尻町誌』
Ⅰ 明治 2 ， 3 年の贋二分金
明治 2 ， 3 年は，幕末維新期において， もっ とも信州
農民一揆 の激化・拡大 した ときであ る。 慶応 2 年 の木 曽
一揆ほその序曲であった。「去ル寅年，本山・洗馬比隣
之村々米穀不隔通与騒擾いた し，塩尻・笹下・今井・和
1）
田組江 も及 し暴動仕 ，庶民痛突」の状況 がそれ であ る0
以降，筑摩郡下では，「熟年更二無之，漸米穀至テ乏敷
相成」，米穀価は慶 応 4 年（明治1）冬， 1 両に 2 斗 2
升であったものが，翌 2 年春には「倍騰貴仕，開作急務
之折楓 壱斗三升二迄相成， 其上不融通二而深 ク困苦罷
在」，農民たちほ夫喰 の貸借で切抜けた ものの，同年 も
（ マ マ）
「草花之崩芽等之甚不揃，後水霜ニテ田方養肥ハ素 ヨリ
麦作不熟 も不 少」ざる凶作 とな り，米価ほ ます ます 高騰
し，村落支配者層に「終二者一旦之騒乱ヲ醸 シ侯様相成
2）
者，眼前可歎一事 」と映 るにいた った。 同年 8 月には，
「米価引揚，両 二七升五合 ノ相場 卜相成，其上質金多ニ
テ漸稼取侯弐分金ハ次第二不通相成」った」、県郡入奈良
本村では， 1 両に米7 升 5 合を 2 斗にする要 望 が だ さ
3）
れ，上 田一掛 こ発 展 してい る。隈弐分金 に よる米価高騰
ほ．「金精悪敷弐分判而已二而，昨今御施行相成侯 格 幣
4）
も未 ダ多 ク流 通不仕，土地之難渋旦夕 ニ逼 り」 と，幕末
維新期に商 品流通に まきこまれ田畑耕作 のみで生計を立
て難 くな っていた多 くの農民に，一層の窮迫 を強いた0
諸藩鋳造の贋弐分金の信濃国での満布ほ，戊辰戦争に
一因を負っていた。伊那県下全般に「昨年己釆兵馬御勿
辛之際二当 り， 巨万私鋳之贋金天下二満布 し，随而賃財
之融通一 円二洞格任侠 よ り， 庶民之切迫 苦情 」が甚 し く
5 ）
なった。伊部県支配所中野局の同様の状況については，
6 ）
次の ような記述が残 されてい る。
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
（ 1） 一昨辰年中，近藩飯山戦争引続北越奥羽江御出兵，
諸藩御人数数日中野局江御宿陣，追々御繰出人馬御継
立者勿論，兵根其外戦地御用之仰付，村々役人者不及
申，人夫之もの共悉ク難儀仕，猶又御帰休之節，北国
往還，松之山街道両道莫大之御継立，農事之時節耕作
手入茂不行届．
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
（ 2） 殊 二数年来水害二而疲弊切迫 いた し居 り候処 以而，
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辰年五 月中老末曽有之大水災， 田畑者勿論家居二到迄
両度之水難，作物者皆腐いた し，局下一般飢渇侯大方
候．
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ（ 3） 昨巳年之儀者春才耕作之夫食無之もの不少，御支配
こおゐても深 ク御心配被成下， 村 々長立 侯 もの共 才夫
々融通 いた し侯様御教諭有之侯＝付，銘 々打商 り種々
手配を以金穀差出，最寄村々飢渇を助ケ耕作者為相勤
ヽ ヽ
侯得共，昨巳年之儀者天然之不時侯稀 成 凶 作， 連年
飢歳打重 り，重之百姓 ともこ到候 而茂活 計難 立， ふ品
窮民之鋲者猶以凌方無御座，
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
（ 4） 然鶉，差向之業体成精いたし柳養蚕等茂業侯処，売
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ弘之時節 二到贋鋳弐分判一円二満布し，更二真贋之見
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ分難相成，是迄通用いた し来院分も一時不 通 用 二相
成，御年 貢手 当テ所産売捌侯而茂， 右金な らて者買取
慎もの無之，即今之融通も難相成苦心罷在侯折柄，隣
藩上 田・松本其外 二而も追 々人気立侯 茂有之， 危 急之
事情難被捨置 ，県局 こおゐて も不容易御苦慮，夫 ミ御
教諭茂被為尽侯得共，数万之人心難被解諭，万一動揺
および侯而者御 国政 二障 り侯而己な らず， 国 内之疲 弊
（マ マ ）
十倍二増 ケ侯義 と愚昧之私共江茂深 ク御談判在 之 侯 ニ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
付，郡中村 く取調侯処，績壱両才三五両己下不通用金
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ所持之窮民壱ヶ年之家職丹誠を纏め御年貢其外活計之
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
道相立侯儀之処，右金不通用相成侯而者今日之営 ミを
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ失ひ侯義 二而，誠 二以悲儀之到 り侯間，至急弐分判引
換之道不相立侯而者旦夕ニ困難を生 し侯，（後略）
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大蔵本省扱は， 沢田章『明治財政の基礎的研究』 よ り， 伊
那県商社書留は，『明治三年庚午正月商社 日誌』（中 野 市・ 篠
田久男氏蔵） よ り引用。
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第2表伊那県・各局別二分判贋真高一覧㌻茄 ‾「㌻‾言村々よ り取集二分判伊那県 ?り下渡贋金計 ????
?? ?
??
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両
1 1，561．00
1，146．11
1 2，707．11
153 ．0 0
1 2，554．11
1 2，4 46．20
107．3 1
両
3 0，053．00
2 32 ．20
3 0 ，285 ．20
2 ，45 1．00
2 7，8 34 ．20
2 6，96 5．20
8 69．00
両
2 7，352．20
562．01
2 7，914．21
7，042．2 0
2 0，872．01
2 0，689．0 0
183．01
両
2 4，364．2 0
6 73．11
2 5，03 7．3 1
6，3 01．2 1
1 8，73 6．10
1 8 ，447 ．00
28 9．10
両
1 3 ，577 ．00
235．02
1 3 ，812．02
4 ，243．00
9 ，569．02
9 ，061．00
508．02
両
1 06，908．00
2，84 9．11
1 09，757．11
2 0，191．01
8 9，5 66．10
8 7，609 ．00
1，9 57 ．10
『公文録 刑部省之部 辛未 自六月至七月』 より作成
以上の高井郡 西江部村名 主市左衛 門 （篠田市左衛門）に
よる指適は，凶作・戊 辰戦 争の負担 荷重な どで飢渇状況
にさえ追いや られ た農民 ， とりわけ 1 両 ～ 3 ， 5 両所持
の窮民に，深刻な打撃を与えた贋弐分判の流 布 の 様相
を，明 らか に して い る 。
信濃国内への贋弐分判流布は，開国後，横浜貿易での
生糸・蚕卵紙等 の買上げを通 じて促進 された 向 き も多
く，全国的 にみ て著 しい多額を示 した。第 1 表 の よ う
に，大蔵省が本省，京都・大阪両出張所で引換えた贋金
高157万円 6，208 両 3 分 3 朱の うち，信濃 国 分 ほ 35 万
8 ，395両3 分（22．7％）で， 国別 2 位の岩 代 国 18万 余
両，3 位尾張， 4 位越後各13万 3 千余両をはるかに引き
離している。 北信 商社の 『明治三年 庚午正月商社 日誌』
中に書留め られ た 「贋金 全国総計留」 の数を考慮す るな
らば，大蔵省引換 にまで至 らなか った贋金の存在が予測
される。北信商社の記録 に よる伊部県 の局別贋金高ほ，
飯島付13，198両，塩尻局33，707両 2 分，中野局28，412両
2分2 朱，御影局27，927両，中之条局24，503両，それに
三州足助局10，197両 が加わ り，塩尻局に は外 に 野 口書
十郎所持の30，200両 がみ られ る。 この弐分判は，明治 2
年12月末，各局 ごとに集め られて東京へ送 られ，増 田直
太郎・増田書兵衛に改 めを受 けた。そ の結果 を み る と
（ 第2表）， 弐分判総計10万 9 ，757両 1 分 1 朱で， うち贋
金が8 万 9 ，566両 1 分 （81．6％）にのぼ ってい る。
なお，中野局下の高井部下の村々で集めた弐分判を所
8）
持者別にみ ると，夜間瀬村 （所持者53人）では， 2分 24，
1両以上18，2 両以上 6 ， 3 両以上 2 ， 4 両以上 1 ，5
両以上 2，高井野村 （所持者186人）では， 2 分59， 1 両
以上83，2両以上25， 3 両以上12， 4 両以上 3 ， 5 両以
上4，さらに神戸村でほ，弐分判所持29人中，2 分16，
1両以上11， 2 両 2 とな ってい る。弐 分判所持 の小 前層
ほ，1 ～3 枚所持が一般的で あることを示 してお り，こ
れは，商品流通 にまきこまれていた小前層 が， 物 価 高
騰・弐分判不通用 で うけ る打撃の大 きさを容易 に うかが
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わせ るのである。
註
1） 筑摩 都神戸新 田村 の丸山萱，金井村の青木禎 一郎連名 の
伊那県塩尻支庁への「貯穀財本御拝借願書」，横地氏「伊那
県商社設立に関する覚書」参照。
2） 以下註 1）に同じ。
3） 上田一揆主導者入寮良本村九郎右衛門の「申口」（『太政一
類典』所収），横地氏「維新変革 と世直し」参照 。
4） 註 1）に同じ。
5） 明治 2 年12月「乍恐以書付奉建言侯」（中野市・篠 田 久
男氏蔵『内密建言』所収）。筑摩郡和田町九郎兵衛，金井
村禎一郎，埴科郡金井村敬平，坂木村久蔵，佐久部下県村
喜兵衛，平賀村喜平，高井郡東江部村理兵衛，西江部村市
左衛門の 8 名が伊那県に提 出した商社建設に対す る消極的
意見書。
6） 明治 3 年 6 月「乍恐以始末書を奉中上俣」（中 野 市・篠
田久男氏蔵 『午五 月七 日見込書』所収 ），高井郡西 江 部村
名主市左衛門の民部省聴訟御役所にあてた始末書。伊那県
商社事件が民部省 の糾弾 を受けたきいの もの。引庸文 の傍
点は引用者。
7） 『明治三年庚午正 月商社 日誌 北信商社』（中野市・篠 田
久男氏蔵）。 野口書十郎所持については， 本稿 Ⅱを参照。
なお第 1 表 の伊那県商社書留欄の伊那県は，三州足助分を
除けは157，948両 2 分 とな る（計367，733両 2 分）。
8） 明治 2 年10月 『弐分金小前帳 高井郡夜間瀬村』，明治
2 年11月 『上 高井郡高 井野村』（ただし「巳 ノ年 常 納」
とある），同月『弐分金小前書上帳 神 戸村』（ただ し「十
一 月二納」 とあ る），いずれ も中野市・ 篠田久男氏蔵。
Ⅱ 伊 都県 の贋金対策 と政商
贋金満布の状態ほ，維新政府＝伊部県に貢租の確保を
保障 しない のみな らず，租税上納に さい し「小前 ノ老共
動揺」を必然化し，一揆的様相を逆起する現実的可能性
1）
を醸成 していた。 したがって，伊部県ほ， 降 金 を 除去
し，小前層の動揺の鎮静をほかる一方，買取 上納 を ス
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ムーズに遂行させるため，贋弐分金対策を，明治 2 年 6
2 ）
月か ら推進す る。
もっとも，贋弐分金の除去は，列強資本主義諸国の要
3）
請を受けた維新政府の施策で もあ ったも 明治 2 年 6 月 6
日，政府ほ，「金札流通セズシテ都府二集り，金銀貨四
方二散 ズル ヲ以 テ，府・薄・県毒苧是 最警表書ノ石 高 二準
拠シテ詔 苧諸 表天蚕嘉雫；奈金札 ヲ下付 シ，所 ノ遠近 二田
4）
り期 日ヲ限 り，金銀貸 ヲ換納 セシム」方策を とった が，
これ は，政府 の財 力の強化を図 るとともに，贋弐分判除
去と関連 してい く。
伊 部県は，上の政府 の椿 幣（金札）と正金 （金銀貸）引
換上納策に さい し，政 府か ら楯幣 6 万両を下渡 され ，同
5）
年7 月下旬を 目途に正金上納を命ぜ られた。 6 月14 日，
伊部県に「早朝東京才急飛御用便相違，金札御布告分局
井東京へ返便差立」が行なわれ，16日には，「金札通用
6）
之儀二付諸官出頭」，対策が講ぜられている。
伊那県は，この樺幣・正金交換にたいし，民衆の通貨
不信，一揆的様相（世直し状況）にかんがみ，慎重な配慮
を不可欠 とされた。そ して，精幣を村 々におろ して正金
と引換える方 法を 回避 し，一部豪商 ＝政商 と結ぶ ことに
よって解決する方 策を選 んだ 。
すなわち，県は， 6 月，飯島表滞留中の筑摩郡上神林
村年寄役藤牧啓次郎を呼びだし，上神林村の豪商野口吉
十郎に申談 じ， 6 万両の金札すべてを正金と交換 し， 7
月20 日まで に東京伊部県出張所へ提 出す るよ う説得工作
を行なった。
野 口書十郎は，文久 3 年より東京へ住居を もち， 材
木・米・酒などの商いを営んだ野口庄三郎の長男で，弟
善右衛門も，文久元年から江戸深川冬木町に出店をもつ
豪商で，慶応 2 年野口庄三郎は木曽一揆の攻撃打ちこわ
7 ）
しの中心的対象で あった。
県の依斬に対 し，野口は，一般的に「正金百両二付拷
幣百 四五十両 ノ相場 ニテ引換侯哉 ニモ相聞，其上売買取
引 トモ正金 卜樽幣 卜相場相立侯二付容易二引換 行 届 キ
難」 として，一旦 これを辞退 した。そのため，県 は，別
に金札 1 万両の特別貸下げを条件に引換方を受諾させ，
6 月19日，楯 幣 6万両 の うち 3 万両 と別の 1 万両，合計
8）
4 万両を書十郎・啓次郎に渡 している。
こ うして，野 口書十郎 は，手許 の金子 のほか弟善右衛
門方，西京・大阪出店などから弐分判等を集め， 7 月上
旬までに2 万両用意し，啓次郎を通 じて伊那県東京出張
所 ノヽ差出 した 。 しか し，2 万両の うち真金 は3，550両 にと
どま り， 釧金が真金 の 4．6 倍強の 1 万 6，450 両 に昇 った
ため，書十郎 らの損毛を大きくした。書十郎は，償方の
ないか ぎ り6万 両全て の引換を請負えない と主張 ，啓次
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郎を介 して，伊那県に対 し「国許於テ生糸蚕卵紙等柘幣
ヲ以買取，横浜へ差送 り，売払代金ニテ上納」する仕法
を設 け る よ う申出 した。
伊那県 の商人野 口への寄 り掛 りほ， こ うして，楕幣 ・
正金引換 と贋金処理の当面の方策を生んだが，一方，伊
部県下の生糸蚕卵紙等の横浜への独占的権限を特定商人
に付与す ることとな った。啓 次郎 申立 の仕法 を条件 に，
楕幣 6 万両 の残 り3 万両は 7 月下 旬か ら 9 月中頃迄 に書
十郎方に三度にわたって下渡 され，正金 6万両は12月中
皆納 となってい る。その さい，釧金 （贋弐分金）が出た ほ
か，精幣で買入れた生糸蚕卵紙等の相場違いで，およそ
2 万5，000両 の償に とどまった。その うえ，野 口書 十 郎
は，伊那県下飯島付ならびに塩尻局下の農民が所持する
弐分判 1万3，700両余を，県の依板で樺幣と引換えたが，
真金 900 両に対 して不通用金 1 万 2，800 両と，贋金満布
の打撃を受けた。銀台弐分判の売払いや質入れを行なっ
たが，野 口の損毛 は覆 うべ くもなか った。
政府 は， 明治 2 年 10月24 日，贋貨覚換 の制を建て，銀
質鍍 金の もの 100両を以て紙幣30両 に当て，同年12月を
9 ）
限って免換を許す こ ととした。 しか し，伊 那 県 で は，
「信州全国贋二分判満布致シ真贋ノ無差別通用不致，其
ヽ ヽ ヽ上租税上納二差掛 り小前 ノ老共動揺致シ侯二付，贋真ニ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
不拘正金直段 ヲ以テ引換 」える方針を とった。いわば，
「世直し状況」下のため，銀台・銅真鎗台の弐分判と正
金値段引換が要請され，その差は，野口の損失を必然的
にしたのであ り， さ らに，商社取建・商法の利潤に よる
連年での相償方法を県 で採用す ることが，野 口らの主張
から不 可避 とされ るに至 るのであ る。
伊部県商社取建ほ，明治 2 年10月，伊那県大参事白井
逸蔵，准少参事正木才造，少属西垣銭蔵らと藤牧啓次郎
との問で，県下 の「身元相応 ノモノ」に諭 して具体化す
る骨子が確認され，着手をみた。
この10月には，県 ・政商野 口の線 で贋金・楯幣交換が
すすめ られていたに もかかわ らず，米価高騰・贋金満布
の状況を解消するにいた らなかった。10月18 日～21日，
伊部県庁で，信州諸藩代表による「酒造製菓留会議」が
開かれ，名古屋藩福島詰，松本藩，上田藩，高遠藩，高
島藩，高須津，飯田藩，小諸藩，岩村田藩，竜岡藩，須坂
藩，椎谷津，飯 山藩（川留遅参で19日参加）と，松代藩 を除
く諸藩から1名ずつ集って，食糧米を増すため酒造米 ・
10 ）
製菓原料 米をお さえる手立 てが検討 されてい る。信 州の
藩県は，すでに同年 8 月 6 日，民部省庶務司判事石井省
一郎を迎え，伊那県庁で各藩の代表（13名）の会合を も
11）
ったが，信州全域の連年の凶作・生糸蚕卵紙の横浜貿易
への組み込み，贋金満布によって生 じた「世直し状況」
の鎮静策は， 藩県の合同に よる対策を これ また不可避 と
長野県短期大学紀要
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12）
していた ので あ った 。
商社取建は，かか る10月末，藤 牧啓 次郎 プ ラ ン と し
13 ）
て，まず具体化 した。 それ ほ， 伊 那 県 （飯島付）の ほ
か，塩尻局，中野局，中之条局，御影局，三州足助局の
五カ所に商社をつ くり， 「生糸・蚕卵紙等惣 両県之改印
受可申，外国行之分造荷焼印押え，伊那県産物建札遣可
坤」き事業を行ない，手数料を とることを う た っ て い
る。県が商社預札50万両を製 造 し，これ に対 す る 「 下
民」の「引香等之義等相疑」 うことを防 ぐた め，商社を
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ東京商社三井八郎右衛門の分店にするなど「窮民信仰相
ヽ ヽ ヽ
応之術」を採 る必要性 も強調 された。少 くとも窮民 にと
って，この段階 の維新政f酌こ対する 「信仰」 は，形成 さ
れる条件がなか った のであ る。そ して，50万両の うち30
万両ほ管轄下の贋金交換に 当て，残 りの預札20万両は年
1割の利息で，伊那県商社用達を申付ける横浜表売込問
14 ）
臣10人に貸渡 し，商社 活動 の資金 とす る主 旨である。当
面，県製造の商社預 り札に よって贋金に よる社会経済 的
混乱の解消がね らわれ てい るので ある。
このような藤 牧啓 次郎 プラ ンは，10月下旬，県下豪農
層におろされ，検 討にゆだね られ る。10月27 日，飯島付
町村から飯島町権四郎，石曽根村弥一郎，林村伴右衛門
が呼出され，正木才造・西垣絨蔵 から，
二分判真贋二不拘正金直段二引換不達侯テハ人気取鋲
方無之，就テハ贋金ノ分伊部県下井分局々へ商社取建
融通ノ為，商社札製 造致 シ侯筈，尤元立 トシテ県 ヨリ
金一万両商社へ貸下 ゲ侯 間，身元 ノモノ共 ヨリモ相応
出金致シ，諸方へ貸渡 シ候 利金 ヲ以，連年 二償致 シ侯
外有之間数侯問，商社取建方等ノ見込可申立，
との話があ り，ついで病気で出県 していなか った大参事
由井逸蔵の旅宿に まで行 き，種 々尋 問を受 けた 。以降，
県下豪農層・村落支配者層が，商社に半強制的に組込ま
れていく過程が展開す る。その県・政商主 導 ライ ンの商
社に対する豪農商層の桔抗の実態についてほ， Ⅳで検討
するが，それに先立 って， 県・政商主導 の商社 プランの
背景を， さらに 明 らか に して お きた い 。
藤牧啓次郎 プランは，県下豪農層に示 される段階 ，す
でに県官白井・正木・西垣 らとの了解の もと に ， 啓 次
郎・野口兄弟の線 か ら実現方が図 られていた 。 す な わ
ち，啓次郎プランをいわ ば既定 のプランとみ た 啓 次 郎
は，11月初旬，商社取扱 を受諾 した野 口吉十 郎 と 会 談
し，設立すべき伊那県商社を東京商社 と合併 させ るべ く
出京し，伊那県東京 出張所詰官員 と連絡を保 ちなが ら工
作にのりだ した。そ して，東京商社頭取黒野太兵衛 と交
渉し，12月中，東京出張所へ大兵衛 らを招 き，准少参事
渡辺鍋八郎から，伊部県商社で「真贋ノ無差別正金直段
引換族二付テハ，商社 人共難 渋ノ次第 モ有之侯問，差 向
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金三万両程才覚方手段ハ有之間数哉」と談判，金子の才
覚先を求めた。これは，黒野太兵衛が懇意の横浜増江尾
次郎兵衛を通 じ，和蘭商社へ申込み調金する方向をたど
った。
政府ほ，すでに府県が外国人から借金する道を閉ざし
ていたが，伊那県ほ，野 口善右衛門・黒野太兵衛・増江
屋次郎兵衛 らの名儀に よる借受は許 容され る と解釈 し，
間接的 に和蘭商社 アケ ン トに借 金を申込 んだ。 これに対
し，アケ ン トほ，善右衝門 らが伊 部県 の印章を もつ伊部
県国産元会社取扱方であれば，洋銀 5 万弗を翌 3 年 3 月
中返済 の期限で貸付け ると申 し出た。こ こに，実質的に
は，伊部県 と和蘭商社 アケ ソ トとの貸借が，次 の ように
成立 したのであった 。
借用 中一札 ノ事
一洋銀五万枚也
但シ利足一ケ月一分也
右信濃国伊都県御支配所ノ内，五ケ所産物仕入方要用
二付，倦二倍用致シ侯処実正也，然ル上ハ此度同国産
生糸当港在合ノ分七十箇其商館へ差入侯 二付，和蘭本
国へ御差送 り可被成焼，跡荷ノ儀ハ釆午三月中迄，追
々在合ノ分取集，前同様本国へ差送 り候様取 計可 申
候，尤三月中書面 ノ金 高二満兼侯 ハ 、，正金 ヲ以テ元
利 トモー ト先皆済可致侯，右 引当 トシテ才出老 ドモ所持
ノ材木，東京深川木場 二有之侯分，金高五万三千両程
相備置侯問，万一皆済行届兼侯ハ 、，書面ノ材木御引
取可被成侯，右ノ通同国産物仕入方要用 トシテ借用致
シ侯二付テハ，向後国産生糸悉差送 り可成丈其商館へ
差入和蘭本国へ送 り荷取計可申侯，為後証拙者共三人
連印致シ侯処，依テ如件
明治二巳年十二月
（ママ）
横浜 増江星治郎兵衛
東京 野 口善 右衛 門
同所 栗野 太兵衛
和蘭商社
ア ケ ン ト様
なお， この借用成立 のためには，
東京 黒野 太兵衛
野 口善右衛門
横浜 増江屋次郎兵衛
其方共国産元会社取扱方申付快事
己巳十二 月
伊那県医塾
と，伊那県国産元会社取扱の特権が，三人に 付 与 され
た。
こ うして借入れた洋銀 5 万 弗 （5 万両）ほ， 1 ，500両
が伊那県東京出張所に入れられたほか野口善右衛門に預
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置かれた。ついで，豊 明治 3 年 1 月29日，野 口善 右衛門
は，黒野・増江尾 ともども商法筋打合せのため伊那県庁
15 ）
を訪れた。渡辺鍋八郎の書状を持参した黒野らの来信の
時期にほ，すでに伊那県商社は， 南信（飯島）・西信（塩
尻）・中信 （中之条）・東信 （御影）・北信 （中野）の 5 商社
が商社人任命で組織され，その運営が検討されていた。
しか し，黒野 らと伊那 県当局 との談合の中心は， 「外国
人 ヨ リ金子借入険段不宜侯間，早々返金 イタシ伊那県 ノ
印章有之証書可取戻旨」の沙汰であ り，黒野らの和蘭商
社は「期日以前済方致シ侯共，金子受取中間数段申答」
に よ り， 「無余 儀筋 二付，善 右衛 門方於 テ融通致 シ，期
月通 り急度返済可致旨談ジ受，帰京」となった。後述す
るよ うに，啓次郎 プラ ンによる東京商社・横浜問屋 との
貿易ルー トは豪農層の否定 にあ ったか らであろ う。
しか し，善右衛門の手か らの和蘭商社への返済 は，ス
ムーズな解決をみなか った。 5 万弗借金の折 ，アケ ン ト
へ 口入 した周旋人（通辞）への謝礼， アケン トへの 音 物
（水晶）代に 652両 が費 されたが，その出所 をめ ぐって県
16）
と政商問に対立 がおき， さらには， アケ ン トへ の借金返
済期限を迎え生糸代金差引勘定の結果， 2万両余が不足
し借金返済額調達方差支えが， クローズアップされ た。
そして，渡辺鍋八郎に代わって東京出張所詰となった県
官吏正木才造 と野 口との交渉で，伊那県税税 2 万両 がア
ケ ン トへの済 方にむけられ るに至 った。す なわ ち，正木
は，野 口らの申出に対 し， 「本県 ヨ リ差下 シ相 成候租税
金二万両差向上納不致侯 トモ差支無之筈二付，右以チア
ケ ン トへ済方可致」 と解答 し，周旋人謝礼な ど652両 は，
2 万円の利息 と心 得て善右衛門方で引請 け るよ う指示 し
た。 ここに，同年 5 月25 日期限で，善右衛門 とそ の支配
人清助が，出府した吉十郎・啓次郎両名を証人に， 2 万
円を伊部県東京出張所か ら預 る形を と り， ようや くアケ
ントへの借金支払いが終了，伊那県の印章を用いた証書
が県に取戻された。
しか し，租税金 2 万両の県への返済 は遅れ， さらには
正木 と善右衛門・啓次郎グループに贈賄的な癒着関係が
生じていく。すなわち，正木は手許差支を理由に，同 3
年4 月中，二度にわたって150両の融通を善右衛門から
受け，また啓次郎は 3 月中旬，伊那県 出張所官金 の うち
1万両を正木から貸下げられ，同月下旬返納の節，利息
として50両を正木へ渡すな どがあ った。 ほかに も，弐分
判で返済する約束で，正木から官金 3 ，500両が啓次郎へ
貸出され，銀台弐分判 4 ，000両が東京出張所に差出され
たが，不足分調達中，伊部県商社事件 として民部省の摘
17）
発を うけてい る。
このよ うに，県官・政商 グル ープの結託に よる贋金処
理策は，県官吏・政商問の私的な癒着を生みだし，租税
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上納の遅延をまね くな ど，伊那県行財政の破綻を招いて
いったのである。 この破綻ほ，維新政府の摘発にあい，
民部省か ら刑 部省に引渡 された伊那県商社事件 とな り，
伊那県官吏の大幅な辞任を含む人事異動と，政府官僚に，
1 8）
よる伊 部県行政横構 の改革に連 らな ってい く。
豪農 層は， こ うした県官・政商 グルー プの伊部県商社
プ ラ ンに半 強 制 的 に ま き こ まれ よ うと した で の あ って，
そのさいかれ らの抱いた抵抗の：哩念が看過 で き な い の▲
で，節 を改め て次に検討す ることとしたい。
註
1） 一揆的様相・「世直し状況」について，前掲横地氏諸論文
参照。
2）『公文録 刑部省之部 辛末 自六月至七月』，長 野 県庁文
書 『明治二年 日記 全 官房』ほか。
3） 贋貸，お もに諸渾鋳造の弐分金の処方 を要 求 していた英
・ 仏・ 米・ 伊・ 独五国公債は，明 治 2 年 7 月12 日には，東
京高輪応接所で， 右大臣三条実美，大納言岩倉具視，外務
郷沢宣嘉，大蔵大輔大隈 八太郎 ， 外務大輔寺島陶蔵 らと会
同，外 国 人所持の贋貸 を正貨 と引換 える協定を結んでいる
4 ）
5 ）
6 ）
7 ）
（『維新史料綱要』巻10）。
『維新史料綱要』巻10
註2）『公文録』，以下，本 節 は 断 わ りないか ぎり，同資
料に よる 。
『明治二年 日記 全 官房』
大森利球治・≡沢防衛著『塩尻町誌』
8 ）
9 ）
1 0）
1 1）
前掲『公文録』 および『日記』
『 維新史料綱要』巻10
前掲 『日記』
横地「伊那県商社 設立 に関す る覚書」，古島敏雄監修
『長野県政史』弟 1巻
1 2） 藩県合同による対策 としては，金井喜久 一 郎 「中 野 県
下騒擾前の世情」（『信濃』2 巻10号）参照。
藩 県合 同の施策に もかかわ らず，明 治 3 年贋金問題 は解決－
されていない （『維新史料綱要』巻10）。
1 3） 明治2 年12月『本県商社取扱振』（中野市・町田益 治 氏
蔵）。横 地 氏 「伊那県商社設立に関す る覚書」 に も，伊 那
県商法規則が引用 されているが （「明治二 巳年十一月廿六 日
御本県商法御規則調 丸山萱抑」），県 か らの 口達の写であ
るためか，若干の異同がある。し か し，主 旨に違いはない
ので全文紹介は省略す る。
1 4） 註13）資料
1 5） 長野県庁 文書『明治三年 日記 全 官房』
1 6） 652両 については，つ ぎのよ うな問題があ った。
す なわち， アケ ン トか ら の「金子借入方 二付，口入∧へ金
高 二応 ジ謝礼不致俣 テノ、難 成旨，渡 辺 鍋八郎 へ 中 速 置 候
後， 口 入 致 シ供通 辞へ五百両治郎兵衛 ヲ以差送 り受取書有
之，首五十両余ハ善右衛門一己 ノ了簡 ニ テ，アケ ン トヘ音
物 トシテ差送 り供水晶買上代 其 外 ノ入費 ニテ証書等無之展
（及）
へ共，兼 テ 渡辺鍋八郎 へ噂 ヲヨビ 置供次第モ有之 候上 し
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たが って，「金 子 借入方二付 周旋人へ謝 礼共外等 ノ雑費六
召五十両余へ 伊 那 県 ヨリ下 ケ渡受僕等，兼 テ渡辺鍋八郎
へ噂及ビ置候処， 正 木才造 卜交代飼八郎帰県致 シ供 二付，
其段才造 へ申入侯処， 元少属丸山徳五郎 伊那県へ急行 ニテ
ヽ ヽ ヽ関越侯二付間合 ノ上否挨 拶有之侯横」 と な った （前掲『公
文録』）。
ユ7） 租税分 2 万両は明治 3 年閏10月 7 日皆納 ，官金 3，500 両
に関しては，伊那県へ差 出さ れ た 4，000 両お よび啓次郎所
持の贋金 1，200 両 余 を為替会社で改め銅裏鉄台を裁断 し，
代 り金な ど元金 3，500 両 を 同閏10月10 日啓次郎 に 上 納 さ
せ，相済 とな った （前掲 『公文録』）。
1 8） 拙稿「中野県設置 とその史的性格」（『高井』15号）
Ⅳ 豪農＝村落支配者層 の抵抗
藤牧啓次郎の商社 プランは，先述 の通 り，明治 2 年10
月27日，伊那県庁へ呼出された権四郎・弥一郎・弥右衛
1）
門らに示 され，意見が致せ られた。その さいの商社 プラ
ソに対す る豪農層 の反応について，横地氏ほ， 「若 干の
新しい提案は含む もの の，全面的に同意 してお り， と り
わ仇 金融・為替業務面では，『商人之助 り無此上』と高
2）
く評価 している」 と指摘 してい る。確かに，権 四郎・弥
a）
一郎連名の明治 2 年11月の 「乍恐 以書付奉中上候 」は，
「今般神林村啓次郎才商社取建之儀建言有之侯 二付，私
共江見込可申立旨被仰閥族，右者商人共兼而相隣度中居
侯」件であるといい，「商社取建之儀者別段 見 込 無 御
座，同人才奉中上侯 ケ粂書之趣，至極之 良法 と奉存侯 」と
評価 している。 しか し，宮下権 四郎・飯島弥一郎は，伊
4 ）
郡県掛屋に任命 され る豪 商であ り，かれ らを，商社に組
込まれ る村 落 支 配 者 層 と同 じ もの とみ るこ と は で き な
い○
もっとも，11月23 日，飯島付では ，権 四郎・弥一郎 ・
弥右衛門のほか，商社 （南信）掛 となる 12 人 が 呼 出 さ
れ「租税上納 ノ時節 二差掛 り，殊 二贋二分判 ノ内，銀
台ノ分百両 二付三十両 二御 引換可相成 旨 ノ御 布 令 モ 有
之，労銀台井銅英銀 台，分償方等 ノ仕法至急可書 出」 し
と申渡され，翌24 日には，北小路知事・大参事・正木才
造・西垣欽蔵 ら列席 の もと，権 四郎 ら14人に商社取扱が
5 ）
命ぜ られ た。
そして，次の ような仕事 に着手を命ぜ られた。
得 卜談判ノ上，二分判所持 ノモノ共 ハー人前封金 二致
シ，権四郎・弥一郎方へ取集，持主共へ預 り切手差遣
シ．右切手ヲ以租税 上納 二差 向又 ハ楯幣 ヲ 以 引 換 遣
シ，追テ金証見改ノ上，銀 台ハ御布告通 り三十両 二上
納致シ，不足 ノ員数井鋼其鏡台 ノ分 トモ商社人 ドモ ヨ
（明治三年 ）
り租税金拝借ノ姿 二致 シ， 当午三 月廿八 日，商社人 ヨ
弟26号 1971
リ立替上納 イタシ侯穐 右償 方 ノ儀 ハ伊部県 ヨリ金一
万両井身元相応 二暮 シ侯 モノ共 ヨリモ出金致 シ，融 通
ノタメ商 社札 ヲモ製造，贋金償 高二応 ジ諸局商社へ貸
下 ケ受，諸方へ貸出シ験利益 ヲ以，連年 二仕埋方致 シ
侯積，夫々仕法書取調伊部県へ差出シ侯，
ついで， 「身元相応 ノモノ」 として，塩 尻局か ら筑 摩
郡和田町村九郎兵衛（窪田畔夫），金井村禎一郎（青木禎一
郎）， 中野局から高井郡西江部村 市 左 衛 門（篠田市左衛
門），東江部村理兵衛（山田理兵衛），中之条局から埴科郡
坂木村久蔵（沓掛久蔵），金井村敬平（山極敬平）， 御影局
から佐久郡下県村善兵衛（木内善兵衛），平賀村喜平（岩崎
喜平）と計八人が呼出され， 西垣銭蔵の委細 演 説 を 受
6 ）
仇商社建立がすすめられた。そのさい，「一同尽力致
シ困究人共行立侯様取計度旨申立，見込書差 出 銘 々 帰
村」 したが，上記八名による伊那県宛の「乍恐以書付奉
中上侯」 ほ，前記権四郎 らの商社評価 と異質の ものをほ
7 ）
らんでいる。横地氏ほ，「『県札』の発行の重要性を指
摘す るこ とを除いて， もっぱ ら『誠実 』 『公平』 といっ
た商社運営における倫理面を強調するのみ」とそれを評
8 ）
価した 。 したが って， やや立 入って， 同書付を検討 して
おく必要が あろ う。
同書付は，「愚昧之私共， 別而商法等之儀者不弁之事
二侯得共，差向存付文，不顧恐左二奉中上侯」 と前書き
し，
商会社之儀者，富国之良法二御座候へ者如何こも隆 興
ヽ ヽ ヽ ヽ相成侯様奉親望侯，最不容易事業御座候問，政府之御
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ権力 ニ依 ラされハ難 被行 ， 惣頭取老極而身元宜敷才力
有之候老御目鑑こて被仰付度， 頭取役之儀者三ケ年交
代二相定，衆望二依両年季相延焼様仕度，（後略）
と述べ，商社規則について次の ように具 申してい る。
借商社規則儀者，東京姶追々諸国二而確定之 良 法二可
有侯得共，其大鉢を要するニ，人心一致して博 く便利
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ 、 、 、 ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽを謀 らされハ，必衆 ヲ害 して寡を刺す る之弊患を相生
ヽシ可申 と奉 存侯問，誠 実 ヲ主 として公平不失義，最緊
要二御坐侯，商会紙幣之義，約定堅固にして交換之道
差支無之侯ハハ，衆人是 ヲ便 として通 用，真幣 二異 な
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽる事 な きこ至 り可 申， 右等之儀者先閣キ，即今焦心苦
慮任侠者，弐分金引換一事 二御坐侯，（後略）
この具申は，単 なる倫理面 の強調に とどまらない。伊
ヽ都県商社が，県・政商の贋金対策，貢粗確保策か ら，政
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ商的利益 擁護策に傾斜 した プラ ンであった以上 ，「誠 実
ヲ主 として公平不失義最緊要」 とする豪農層 の指摘 ほ，
「御布告之趣こて老， 不容易難渋二陥 り侯 者 出 来 ， 殊
更，餞歳相廻候間，一般動揺之義も無覚東心痛之限二御
座候」と，贋金10に対 し正貨 3 の割合を打ちだした政府
の贋貨 引換策へ の基本的な批判 と重 なっていた。すなわ
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ち，横地氏が正 しく指摘 され たとお り， 豪農層の世直 し
状況 に対す る認識か らくる最大の急務は，贋弐分金 の引
換であって，それほ，維新政府・伊那県の贋貨引換策で
ほ，贋弐分金によって深刻な打撃に直面 していた下層貧
民たちの世直 し状況を回避 しえない とい う危機 意識に由
来していたのである。それは，また， 「政府之御権力 ニ
依ラざれバ難被行」き通貨の問題を，豪農層に転嫁する
政府・県への不満 ともなってあらわれた。商社人の任命
に対 し， 「不馴 ノモノ共 ハ何 レモ辞退及 ビ供へ共，幾 応
モ談 ジ有之侯間」， ようや く商社人 を引受けてい るので
あ る。
商社人引受ほ，商社 プランへの全面的賛意か らでほな
く， まさに，世 直 し状況を回避 しうる一回避せねばな ら
ぬ一家農層独白の政治的位置の認識からであった。商社
の横浜貿易ルートの独占構想に対 しては，豪農層ほ相容
れない経済的利害をもってお り，それ らは，篠 田市左衛
9）
門に よって次の ように指摘 されている。
（明治二年）
（ 1） 昨十一月下旬，各局御支配所重立侯もの共両三人ッ
ツ県才御召有之侯二付，私共罷出侯処，贋金償方之策
御口達書御渡二相成，且商社御取建之件ミ御諭有之侯
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ処，私共儀者素才農民 二侯間，商法之儀者更二弁へ無
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ之，即答之儀難中上 二付，一先帰村被仰付，折節，十
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
二月御年貢之時節二立至侯処，前顕不通用金 而已二而
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ御触達有之侯 ハ、，弥ミ動揺可致者暦然之義 二有之，
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽいつれこも引替之道相立侯外無之と，御年貢御取立日
限御見合，又 く私共江被仰諭，実以難苦之事実相察 し
ヽ ヽ ヽ
居 り侯二付，何卒救助之道相立侯様いたし度，同志之
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ者共昼夜寝食を忘れ談判を遂侯得共，国内一般融通逼
迫之折柄，引換之拷幣手繰不相成，御役所江奉槌金弐
万五千両私共江拝借相瞑，右ヲ以不通用金之分惣体引
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ換，窮民之疾苦相助ケ侯俵二御座候，
（明治三年）
（2） 猶当正月中，伊那県才御召有之，各局惣代一同出張
任侠処，昨冬被仰出侯商社発興之儀逸々見込可申立旨
被仰付，数 日万議之上夫モ見込申立侯儀者，一鉢当国
製産生糸蚕卵等之産物 近来退く出産相増侯処，金融
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ逼迫之国柄，殊二小商人 而己二而出産買取方不行届，
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ他国之豪商立入一時二取澄め買取侯故，利潤者不残他
国之益二相成，且又手薄之商人共構浜其他才高利借受
漸く荷物取束ね侯而茂， 直段之低昂相計 り持耐侯儀不
相成，金利之ためこ終二利潤を失ひ侯もの不少， 又者
損金相立侯両者製産之元江勘定不相立， 供モ退職およ
ひ侯茂多分有之， いつれ茂商人之融通不行届故，莫大
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
之国益を失ひ， 自然小民之疲弊を抱キ侯二到 り，誠 ニ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ以教 ヶ敷，是 等之苦情御支配 こおゐて者悉 ク御掛酌被
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
為在供義 二而，容易 二御決議不相成，
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（ 3） 然処，東京商社人員之他，黒野太兵衛・信濃屋善右
（明治
衛門・横浜問屋増江尾治郎兵衛，右三人之もの，当二
三年） 、 、 、 、 、 、 、 、 ヽ 、 、 、
月上旬，伊部県江出張，商社取建之儀談判 お よび倶
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ共，同人共ぶ金五万両出金，且又通商司才拾万両拝借
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ膜鋳判償之策相立，横浜こおゐて増江尾治郎兵衛店，
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ伊部屋五兵衛と改，都而伊都県産物取扱供旨規則書認
メ談お よび侯得共，是迄 当国商人共之儀者，銘 く勝手
二間屋相定置，自由二元捌侯義之処，右様相成侯而各
自然商ひ之便利不都合二相成可申，其上大兵衛等才多
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
分買取為致供而者， 国内之利益彼等之方江分 配 い た
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽし，都而商人之手元疲弊可致儀二付，同人英才談判之
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
義者相斬侯儀二御座候，（後略）
この よ うに，啓 次郎 プラン，す なわ ち，県 ・政商 プラ
ソは，在郷商人の経済的利益を擁護する立場にたつ豪農
層の抵抗によって事実上否定され，豪農層独自の政治主
体確立 の模索が継続 され るのであ る0
註
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2 ）
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5 ）
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7 ）
8 ）
9 ）
前掲『公文録』
横地氏「伊那県商社 の設立 と中野一揆」
『本県商社取扱振』（中野市・町田益治氏蔵）所収
前掲拙稿 「中野県設置 とその史的性格」
註1）資料，以下断 りないか ぎ り，本節 も同資料に よる。
西信商社（塩尻局），北 信 商社（中野局），中信商社（中
之条局），東信商社 （御影局） は，いずれ も，明治 2 年12月
中旬に組織された。商 社 人 の人名等 につい ては，横地氏航
路「伊那県商社の設立 と中野一 揆」 参照 。
註3）資料所収
註2）論文
明治 3 年 6 月「乍恐以始末書を車中上候」『午五 月七 日見
込書』（中野市・篠田久男氏蔵）所収
Ⅴ 結 び にか え て
以上分析 してきた本稿の主 旨ほ，維新変革期 に おい
て，廃藩置県以降，豪農民権運動の基本的 トレーガーと
して現出する豪農層が，いかなる社会経済的基盤に立り
て，そ の独 自な政治的立場を明 らかにす る か， を 明 治
2 ， 3 年に焦点を あてて析出す る ことにあった。
そ して， 明治 2 ，3 年， 全国的にみて， きわ めて特異
な贋弐分金満布による「世直し状況」にあった信濃国に
おいて，伊部県の贋弐分金解消策として建てられた伊琳
県商社が，従来いわれているような豪農層の「世直 し状
況」に対する危撥意識からくる能動的姿勢の即 自的産物
でな く，県官吏・政商の結 びつ きに よる貢粗確保・横浜
貿易 ルー ト独 占構想 としてあ らわれた こと， こうした県
官吏・政商の贋貨引換策は，外商からの借金，租税の政
商へ の貸与 へ と発展 し，一部県官吏 と政商 との私的癒着
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紀要
＝汚職をも生みだ した こと，豪農層は，かかる県 お よび
政府の贋貨引換策は，小前層の動揺・窮迫に迫串をかけ
こそすれ，解 消に繋が らない ことを認識 し， 明治 2 年後
半，一層の窮地に陥れ られ る小前層の危 磯的（一揆的）状
況の回避を課題 とし，独 自の政治主体 としてのあ り方 を
模索したこと，な どを 明らかに した。それは， 県・政商
による商社 プラ ンの実質的否定を意味 してい た の で あ
る。
もっとも，本稿 は， Ⅱに紙数を費 した ため，豪農層の
独自な政治主体 の結集が， どの よ うにすす め られるかの
析出を充分おこなっていない。明治 3年 における伊 部県
商社の動向を，政府・伊那県当局の施策 と，激 化・拡大
する諸一揆 との関連か ら検討 したとき，豪農 層の独 自な
政治主体がいかに して形成 され，その理 念ほ郡辺にあ っ
たかが さらに 明 らか と なろ う。 続 稿 の解 明課 題 と し た
い。
?ー?
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追記＞
伊那県商社について，信州大学在学当時 か ら着 目
し，信州の 「世 直 し一揆 」 とのかかわ りか ら鋭 意解明
にと りくんで こられた名古屋大学大学院生横地穣治君
は， この 6 月13日，27歳の前途 ある生命を，みずか ら
絶った。横地君と，信州近代史の構想を，維新変革期
と自 由民 権 期 と のか か わ りか ら築 くこ とを 常 日頃 話 し
あっていた私に とって，君 の死ほあま りに も衝撃的で
あり，無念の極みである。本稿 が，君 の諸論文への批
判を含んだ形 とな っただ桝 ′こ，一層君 の死が悔 まれて
ならない。尭恥、本稿であるが ，君 の霊に捧げ， 今後の
精進を誓いたい。
なお，本稿作成 にあた り，中野市・金井明夫氏に史
料上のお世話をいただいた。史料所蔵者篠田久男，町
田益治両氏 と金井氏 に末筆 なが ら深謝 したい。
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